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調査概要「18歳意識調査」
-国会と政治家-

全国の17歳～19歳男女

1,000

※性年齢別の人口比率に合わせ、下記の通り割り付けを実施。

2023年1月27日（金）～2月1日（水）

インターネット調査
注記1：回答者がインターネット利用者に限られるなど、回答者に何らかの偏りが生じる可能性があり、

必ずしも日本全体の17～19歳男女に妥当するものではない。
注記2：本編の図表の数値は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100％と

はならない。
注記3：各頁のメッセージにおいて、数値に結果に言及する際は、%表示の小数点以下は四捨五入し、整

数で記載している。
注記4：その他の自由回答については、全体の1.5%以上が回答した場合のみ掲載している。

17歳 18歳 19歳 計
男性 168 170 176 514
女性 159 160 167 486
計 327 330 343 1,000

調査対象

回答数

実施期間

調査手法
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第54回18歳意識調査「–国会と政治家–」
結果概要

4

あああああ
① 全体の過半数が政治について関心がある又はやや関心があると回答している。
② 政治に関心がある理由として、「自分の現在または将来に関係のあることだから」、「18歳から

有権者として、投票に行くから」といった回答が上位に挙がった。
政治に対する関心1
あああああ

① 今の日本の政治に対する印象について、約７割以上の回答者が否定的な印象を持つとい
う回答結果であった。

② 政治に関わる機関について、過半数が「信頼していない」と回答した。
政治に対する印象2
あああああ

① 現状の国会について、議論に参加していない議員の存在などを理由に、全体の52%が有意
義な政策論議の場となっていると思わないと回答した。

② 議員の高齢化や若者の投票率の低さなどを理由に、全体の65%が国会を若者の意見が
取り入れられやすい場となっていると思わないと回答した。

国会に対する印象3
あああああ

① 国会議員について、「特権や優遇を多く受けている」や「他の政治家の批判や自己保身のた
めに時間を費やしている」といった印象を持つと回答した割合は、5割から6割程度であった。

② 全体の約5割が、議員の高齢多選、国会議員の世襲を問題であると感じていた。

政治家に対する
印象4
あああああ

① 国会をよりよく機能させる方法として、 「より多くの若手議員の選出」、「インターネットなどにお
いて、国民の意見を表明すること」、「投票率の上昇によって、国民の意見を表明すること」が
多く挙がった。

政治をよりよく機
能させる方法5
あああああ

① 若者が政治や国会に関心を持つようになる方法として、「投票がスマートフォンやパソコンでで
きるようになること」 、「若者向けの政治や国会に関するメディア記事及びSNS記事が増える
こと」などが挙げられていた。

デジタル技術活用
への期待6

※本頁では質問や選択肢に関する表現を一部簡素化しています。詳細は各設問の結果詳細ページをご覧ください。

あああああ
① 男性よりも女性の方が、政治への関心が高い傾向にあった。
② 社会課題解決や政治意見表明のための活動を行ったことがある者は、そうでない者よりも政

治に期待をしている傾向や政治家に「身近である」という印象を持っている傾向にあった。

回答者の属性の
違いによる差異７



日本社会には、解決するべき課題が多いと思う
 (n=1,000)

政治や社会に関することについて、参加する方法を学ぶ機会はある
 (n=1,000)

政治や社会に関することについて、自身の意見を示すことは重要である
 (n=1,000)

政治や社会に関することは、自分の行動次第で変えることができる
 (n=1,000)

50.1

20.6

33.7

17.2

25.8

37.9

38.4

32.2

13.5

27.1

16.1

31.1

10.6

14.4

11.8

19.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)
そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそう思わない そう思わない

5

報告書中の集計方法について
• 本調査では、社会課題に対する意識や政治に関する知識、政治的自己効力感による、政治に対

する考え方の違いを分析するため、「政治や社会課題に対する考え方（質問23）」及び「社会課
題解決等に向けた行動や経験の有無（質問24）」の各項目の回答内容別に、集計を行った。
（詳細「７．回答者の政治や社会に関する属性によるクロス分析」を参照。）

• 質問23と質問24の結果は以下のとおり。各項目は、それぞれ「課題意識」、「学習機会」、「意見
効力感」、「行動効力感」、「活動経験」、「活動主導」と記す。

活動経験

活動主導

社会課題解決に向けた活動や政治的な意見を表明するための活動に
参加する (n=1,000)

社会課題解決に向けた活動や政治的な意見を表明するための活動を
立ち上げたり、主導したりする (n=1,000)

10.3

7.1

11.1

11.6

37.3

33.4

41.3

47.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)
1年以内に実施したことがある
1年よりも前に実施したことがある
実施したことはないが、今後機会があれば実施したい
実施したことはなく、これから先も実施するつもりはない

課題意識
学習機会

意見効力感
行動効力感

質問23：政治や社会課題に関するあなたの考えに近いものを選んでください。（一つの項目について一つずつ選択）

質問24：以下の経験の有無について、あてはまるものを選んでください。（一つの項目について一つずつ選択）



詳細
1. 現在の政治・国会に対する関心・印象
2. 政治・国会に関する情報収集
3. 国会の現状に対する意見
4. 国会議員に対する意見
5. 政治・国会を改善する方法
6. 社会課題に対する意識や行動・政治的自己効力感
7. 回答者の政治や社会に関する属性によるクロス分析
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現在の政治・国会に対する関心・印象

7

今の日本の政治について、全体の過半数が、「関心がある」又は「どちらかというと関心がある」と回答した。
男性の方が女性よりも、政治に「関心がある」と回答した割合が高い。

質問1：あなたは今の日本の政治について、どの程度関心がありますか。（選択式（単一））

全体/性別

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

21.0

29.4

12.1

33.9

35.0

32.7

26.0

18.1

34.4

19.1

17.5

20.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

関心がある どちらかというと関心がある
どちらかというと関心がない 関心がない



現在の政治・国会に対する関心・印象

8

政治に関心がある理由として、「自分の現在または将来に関係のあることだから」、「18歳から有権者とし
て、投票に行くから」、「日本の社会全般にとって、政治の動向は重要なことであるため、知っておきたいか
ら」が上位に挙がった。

質問2-1：前問で、「関心がある」「どちらかというと関心がある」とお答えになった理由を教えてください。
（選択式/複数＋その他（自由記述））

全体/性別

自分の現在または将来に関係のあることだから

18歳から有権者として、投票に行くから

日本の社会全般にとって、政治の動向は
重要なことであるため、知っておきたいから

国民として、政治に関わる機関や政治家の動向を
注視する必要があると思うから

税金を支払っているから

日本の政治は、世界の現状及び将来に影響を
与えるから

その他

なんとなく/特に理由はない

支持する政党や政治家がいるから

次世代（自分の子どもの世代）にとって
関係のあることだから

自分が関心のあること／分野について、どのような
政治判断が行われるのかを知りたいから

周囲の人（家族、友人など）の現在または将来に
関係のあることだから

45.0

44.6

36.8

33.0

28.6

26.6

26.2

25.1

20.8

6.7

0.5

3.6

42.9

44.4

39.3

34.1

31.7

29.9

28.1

25.4

20.2

8.2

0.6

3.0

48.2

45.0

33.0

31.2

23.9

21.6

23.4

24.8

21.6

4.6

0.5

4.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=549)
男性 (n=331)
女性 (n=218)

※「全体」の降順で掲載。



現在の政治・国会に対する関心・印象
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政治に関心がない理由として、女性では「よくわからないから」、男性では「なんとなく/特に理由はない」が
最も多かった。具体的な理由としては、「支持する政党や政治家がいないから」、「政治に関わる機関や
政治家に期待をしていないから」が上位に挙がった。

質問2-2：前問で、「どちらかというと関心がない」「関心がない」とお答えになった理由を教えてください。
（選択式/複数＋その他（自由記述））

全体/性別

支持する政党や政治家がいないから

政治に関わる機関や政治家に期待をしていない
から

政治において、自身のような若者の意見は
反映されにくいと感じているから

日本の社会全般に対して特に関心がなく、
政治の動向にも興味がないから

自分が関心のあること／分野はあるが、政治に
よって変化は起きないと思うから

自身が投票をしても、1票の影響は小さく
意味がないから

その他

なんとなく/特に理由はない

よくわからないから

日本の政治は、世界の現状および将来に
影響をあまり与えないから

周囲の人（家族、友人など）の現在または将
来に関係のないことだから

自分の現在または将来に関係のないことだから

21.1

18.8

14.6

11.5

8.4

8.2

4.0

3.8

3.1

23.9

0.9

27.9

15.8

15.3

11.5

8.2

3.8

6.0

3.3

3.8

4.9

20.2

1.1

37.2

24.6

21.3

16.8

13.8

11.6

9.7

4.5

3.7

1.9

26.5

0.7

21.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=451)
男性 (n=183)
女性 (n=268)

※「全体」の降順で掲載。



クリーンである
（不正や不透明なところがない）

期待ができる

柔軟性がある

効率的な運営をしている

必要な決断が適時にできている

日本社会をよい方向に導いている

民意をよく反映している

不測の事態に適切な対応をしている

5.5

5.0

5.0

4.9

5.1

4.8

5.1

5.9

13.2

15.1

16.8

17.0

17.3

18.7

19.4

24.5

38.1

42.2

40.5

44.6

43.1

44.9

43.6

43.4

43.2

37.7

37.7

33.5

34.5

31.6

31.9

26.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

そう思う どちらかと言うとそう思う
どちらかと言うとそう思わない そう思わない

現在の政治・国会に対する関心・印象
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質問3：あなたは、今の日本の政治について、どのような印象を持っていますか。以下の中からそれぞれあ
てはまるものを選んでください。（一つの項目について一つずつ選択）

全体

今の日本の政治に対する印象について、全ての項目について約７割以上の回答者が否定的な印象を
持つという回答結果（※）であった。※ 「どちらかと言うとそう思わない」、「そう思わない」の合計。

全体（n=1,000）

※「どちらかと言うとそう思わない」と「そう思わない」の合計値の降順で掲載。



現在の政治・国会に対する関心・印象
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質問3：あなたは、今の日本の政治について、どのような印象を持っていますか。以下の中からそれぞれあ
てはまるものを選んでください。（一つの項目について一つずつ選択）

性別

男性（n=514） 女性（n=486）

今の日本の政治に対する印象に、性別による大きな差はない。

※全体の「どちらかと言うとそう思わない」と「そう思わない」の合計値の降順で掲載。

クリーンである
（不正や不透明なところがない）

期待ができる

柔軟性がある

効率的な運営をしている

必要な決断が適時にできている

日本社会をよい方向に導いている

民意をよく反映している

不測の事態に適切な対応をしている

6.6

5.8

5.6

6.4

6.6

6.4

6.2

8.2

13.2

14.2

16.1

15.4

16.1

16.7

17.5

24.1

35.8

38.5

38.1

42.6

39.5

42.4

41.6

40.7

44.4

41.4

40.1

35.6

37.7

34.4

34.6

27.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそう思わない そう思わない

4.3

4.1

4.3

3.3

3.5

3.1

3.9

3.5

13.2

16.0

17.5

18.7

18.5

20.8

21.4

24.9

40.5

46.1

43.0

46.7

46.9

47.5

45.7

46.3

42.0

33.7

35.2

31.3

31.1

28.6

29.0

25.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそう思わない そう思わない



内閣（内閣総理大臣（総理・首相）、閣僚）

裁判所

国会

与党（内閣を組織し、政権を担う党）

野党（政権を担わない党）

中央省庁

6.6

16.8

6.1

5.3

5.4

6.2

17.7

39.0

18.3

17.0

15.8

24.1

24.1

13.1

32.2

30.7

29.0

22.2

29.7

8.4

22.0

22.7

23.1

13.8

21.9

22.7

21.4

24.3

26.7

33.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

信頼している どちらかというと信頼している
どちらかというと信頼していない 信頼していない
わからない

現在の政治・国会に対する関心・印象
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質問4. あなたは、今の日本の以下の機関について、どの程度信頼していますか。（一つの項目について一つずつ
選択）

全体

以下の機関のうち、最も信頼されている機関は、裁判所で56％ （※1）であった。内閣、国会、与党、野
党については、過半数（※2）が信頼していないという回答であった。
※1 「信頼している」、「どちらかというと信頼している」の合計。※2 「どちらかというと信頼していない」、「信頼していない」の合計。

全体（n=1,000）



現在の政治・国会に対する関心・印象

13

質問4. あなたは、今の日本の以下の機関について、どの程度信頼していますか。（一つの項目について一つずつ
選択）

性別

以下の機関を信頼しているかという質問について、男性よりも女性の方が、 「わからない」と回答していた
割合がやや高い。

男性（n=514） 女性（n=486）

内閣（内閣総理大臣
（総理・首相）、閣僚）

裁判所

国会

与党（内閣を組織し、政
権を担う党）

野党（政権を担わない
党）

中央省庁

9.1

20.6

8.2

7.4

6.8

8.2

16.7

36.2

18.3

19.3

16.5

26.8

22.8

13.4

32.5

30.2

28.8

22.6

34.4

10.3

24.1

25.1

26.1

15.4

16.9

19.5

16.9

18.1

21.8

27.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

信頼している どちらかというと信頼している
どちらかというと信頼していない 信頼していない
わからない

 

 

 

 

 

 

3.9

12.8

3.9

3.1

3.9

4.1

18.7

42.0

18.3

14.6

15.0

21.2

25.5

12.8

31.9

31.3

29.2

21.8

24.7

6.4

19.8

20.2

20.0

12.1

27.2

26.1

26.1

30.9

31.9

40.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

信頼している どちらかというと信頼している
どちらかというと信頼していない 信頼していない
わからない



詳細
1. 現在の政治・国会に対する関心・印象
2. 政治・国会に関する情報収集
3. 国会の現状に対する意見
4. 国会議員に対する意見
5. 政治・国会を改善する方法
6. 社会課題に対する意識や行動・政治的自己効力感
7. 回答者の政治や社会に関する属性によるクロス分析
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政治・国会に関する情報収集

質問5：あなたは、普段どの程度の頻度で政治に関する情報を入手しますか。（選択式/単一）

全体/性別

週に３，４回程度以上政治に関する情報を入手している者は、全体の約4割である。
男性の方が女性より、週に３，４回程度以上情報収集をしている割合が高い。

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

11.9

16.5

7.0

9.9

11.7

8.0

15.0

16.7

13.2

20.4

19.6

21.2

8.2

8.0

8.4

6.4

6.4

6.4

28.2

21.0

35.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

毎日 週に５，６回程度 週に３，４回程度
週に１，２回程度 ２週間に1回程度 月に1回程度
月に1回未満
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現在の政治・国会に対する関心・印象
月1回程度以上政治に関する情報を収集している者のうち、テレビから情報を得ている者は約7割、
ニュースサイトから情報を得ている者は約4割、Twitterやインターネット検索から得ている者は約3割で
あった。

質問6：あなたは、政治に関する情報をどこから入手しますか。（選択式/複数＋自由記述式、 （前問で「月に1回
未満ほとんど入手しない」を選択した人以外））

全体/性別

テレビ 雑誌

ニュースサイト 自治体からの案内

インターネット検索 Twitter

まとめサイト・ニュースアプリ YouTube

家族 LINEニュース

新聞 TikTok

書籍 その他

家族以外の知人
（友人、恋人、先生など） Instagram

ラジオ Facebook

政党や政治家からの案内 その他のSNS

66.9

37.0

28.4

21.7

15.2

14.5

10.3

4.7

3.5

2.9

63.5

40.9

33.7

24.6

14.3

16.7

11.3

6.7

5.4

3.7

71.2

32.1

21.5

17.9

16.3

11.5

9.0

2.2

1.0

1.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=718) 男性 (n=406) 女性 (n=312)

2.8

2.5

29.8

16.0

15.0

8.6

4.7

1.1

0.0

0.3

4.4

3.7

32.0

22.9

16.7

8.4

6.2

2.0

0.0

0.2

0.6

1.0

26.9

7.1

12.8

9.0

2.9

0.0

0.0

0.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=718) 男性 (n=406) 女性 (n=312)

※「全体」の降順で掲載。
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現在の政治・国会に対する関心・印象

男性のうち約半数、女性のうち約4割が、国会中継の視聴経験があった。

質問7：国会中継をテレビもしくはインターネットで視聴したことがありますか。（選択式/単一）

全体/性別

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

43.8

51.6

35.6

56.2

48.4

64.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

視聴したことがある 視聴したことがない
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現在の政治・国会に対する関心・印象
直近の国会で議論された政策課題を知っている者（※）は約3割であり、議論の内容を知っている者は
約1割であった。男性の方が、女性と比べて議論された政策課題を知っている者（※）の割合が高かった。
※ 「議論された政策課題とその議論の内容を知っている」、「議論された政策課題は知っているが、議論の内容は知らない」の合計。

質問8：あなたは、第210回の臨時国会（令和4年10月3日～令和4年12月10日）でどのようなこ
とが議論されていたか知っていますか。（選択式/単一）

全体/性別

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

8.7

11.5

5.8

19.2

23.9

14.2

72.1

64.6

80.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

議論された政策課題とその議論の内容を知っている
議論された政策課題は知っているが、議論の内容は知らない
議論された政策課題を知らない
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詳細
1. 現在の政治・国会に対する関心・印象
2. 政治・国会に関する情報収集
3. 国会の現状に対する意見
4. 国会議員に対する意見
5. 政治・国会を改善する方法
6. 社会課題に対する意識や行動・政治的自己効力感
7. 回答者の政治や社会に関する属性によるクロス分析
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国会の現状に対する意見
現状の国会が、有意義な政策の場になっていると思わない者の割合（※） は、全体で52%であった。有
意義な政策の場になっているか「わからない」と回答した者は、男性よりも女性の方が、やや高かった。
※ 「どちらかというとそう思わない」、「そう思わない」の合計。

質問9：現状の国会は、有意義な政策論議の場となっていると思いますか。（選択式/単一）

全体/性別

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

3.2

3.5

2.9

16.1

20.4

11.5

29.0

28.0

30.0

23.3

23.7

22.8

28.4

24.3

32.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそう思わない そう思わない
わからない
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国会の現状に対する意見

21

現状の国会は、有意義な政策論議の場となっていると思う理由として、「政策について十分に
議論していると思うから」、「国会で定められた内容が社会のためになっているから」などが挙
がった。男性は、法律案の検討体制が十分に整備されていることも多く理由に挙げていた。
質問10ｰ1：前問で「そう思う」「どちらかというとそう思う」と答えた理由を教えてください。（選択式/複数＋その
他（自由記述））

政策について十分に議論をしていると思うから

国会で定められた内容が社会のためになっていると
思うから

法律案に対し、検討体制が十分に整備されていると
思うから（委員会や本会議、衆参両院での審議など）

その他

なんとなく/特に理由はない

40.9

32.1

28.5

0.0

16.1

41.5

33.3

35.8

0.0

13.0

40.0

30.0

15.7

0.0

21.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=193) 男性 (n=123) 女性 (n=70)

全体/性別

※「全体」の降順で掲載。

現状の国会は、有意義な政策論議の場となっていると思う理由として、「政策について十分に議論してい
ると思うから」、「国会で定められた内容が社会のためになっているから」などが挙がった。男性は、「法律案
に対し、検討体制が十分に整備されていると思うから」も多く理由に挙げていた。



国会の現状に対する意見

質問10ｰ2：前問で「そう思わない」「どちらかというとそう思わない」と答えた理由を教えてください。（選択式
/複数＋その他（自由記述））

なんとなく/特に理由はない

欠席している議員や、居眠りや内職等議論に
参加していない議員がいるから

不祥事の追及など、政策に関係のない議論が多いと
感じるから

政策について十分な議論をしていないと思うから

国会で定められた内容が社会のためになっていると
思わないから

法律案に対し、検討体制が十分に整備されていないと
思うから（委員会や本会議、衆参両院での審議など）

その他

56.8

46.1

39.2

26.6

19.9

3.8

11.5

53.8

45.1

40.2

28.6

23.3

5.3

9.8

59.9

47.1

38.1

24.5

16.3

2.3

13.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=523) 男性 (n=266) 女性 (n=257)

「その他」の自由記述
• しょうもない言い合いばっかり
• まず国会に出てもいない●●（※）という

やつが不必要だと思う
• 一般人の意見も入れる
• 何も知らない
• 岸田さんが検討、検討と言い行動に移

してなく、かつ増税に国の借金も減らず

に増えているから
• 議員の言葉で討論していないから
• 検討総理大臣
• 国会はただの朗読会であるようにしか見

えない為。
• 自分たちに有利な政策に決まっていくか

ら
• 寝ている議員がいるから
• 寝ている議員が多い、若者に対する制

作がなし、頭が固く、柔軟性がない
• 寝ている人がいるから
• 寝る議員が多い
• 政党毎の縛りによって議員それぞれの主

張がほぼ変わらず，国会を開いたところ
であまり決定を左右しないため。

• 怒鳴ってばかり野次をしてばかり。小学
校で行われる道徳授業のほうが有意義
に行われている。

• 日本政治が終わってるから
• 必要ないヤジが多い
• 野党がとりあえずは与党を否定したいだ

けのように感じる
• 野党が訳の分からない質疑をするから
• ●●（※）うっとうしい

（※）は個人名のため伏字とした。

現状の国会は、有意義な政策論議の場となっていると思わない理由として、「欠席している議員や、居
眠りや内職等議論に参加していない議員がいるから」、「不祥事の追及など、政策に関係のない議論が
多いと感じるから」という理由が上位に挙がった。

全体/性別

※「全体」の降順で掲載。
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国会の現状に対する意見

質問11：現状の国会は、若者の意見が取り入れられやすい場となっていると思いますか。（選択式/単一）

現状の国会が、若者の意見が取り入れられやすい場となっていると思わない者の割合（※）は、全体の
65%であった。
※ 「どちらかというとそう思わない」、「そう思わない」の合計。

全体/性別

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

3.8

5.1

2.5

9.0

10.9

7.0

26.6

24.3

29.0

38.0

40.9

35.0

22.6

18.9

26.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそう思わない そう思わない
わからない
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国会の現状に対する意見

24

現状の国会が、若者の意見が取り入れられやすい場となっていると思う理由として、「子育てや教育、経
済対策など若者との関係が深い政策について、若者の意見を踏まえた議論がされているから」や「若者が
負担を伴う政策について、若者の意見を踏まえた議論がされているから」が上位に挙がった。

質問12-1：前問で「そう思う」「どちらかというとそう思う」と答えた理由を教えてください。（選択式/複数＋その
他（自由記述））

なんとなく/特に理由はない

子育てや教育、経済対策など、若者との関係が深い
政策について、若者の意見を踏まえた議論がされているから

若者が負担を伴う政策について、若者の意見を踏まえた
議論がされているから

選挙で選ばれた議員は、若者を含めた民意を
反映していると思うから

若者にとってよい政策を行おうとする議員は
十分にいると思うから

国会で定められた内容は、若者にも配慮したものに
なっていると思うから

その他

34.4

26.6

24.2

22.7

19.5

0.8

16.4

36.6

29.3

28.0

24.4

17.1

0.0

15.9

30.4

21.7

17.4

19.6

23.9

2.2

17.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

全体 (n=128) 男性 (n=82) 女性 (n=46)

全体/性別

※「全体」の降順で掲載。



国会の現状に対する意見
現状の国会が、若者の意見が取り入れられやすい場となっていると思わない理由として、「高齢な議員が
多く、若者の立場からの意見が少ないから」、「若者の投票率が低いから」、「若者にとってよい政策を行
おうとする議員が少ないと思うから」といった意見が多く挙がった。

質問12-2：前問で「そう思わない」「どちらかというとそう思わない」と答えた理由を教えてください。（選択式
/複数＋その他（自由記述））

その他

なんとなく/特に理由はない

高齢な議員が多く、若者の立場からの意見が少ないから

若者の投票率が低いから

若者にとってよい政策を行おうとする議員
が少ないと思うから

子育てや教育、経済対策など、若者との関係が深い
政策について、若者の意見を踏まえた議論がされていないから
若者の負担を伴う政策について、若者の意見を踏まえた

議論がされていないから
国会で定められた内容は、若者に配慮していないものに

なっていると思うから

59.6

50.8

45.2

36.4

35.4

23.8

1.7

5.9

61.2

49.6

46.0

34.9

34.9

26.3

2.4

6.6

57.9

52.1

44.4

37.9

36.0

21.2

1.0

5.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=646) 男性 (n=335) 女性 (n=311)

全体/性別

※「全体」の降順で掲載。

「その他」の自由記述
• どこでなにをやればいいかわからないから
• 議員が次世代のことを全く考えていないから
• 高齢者と高所得者のみの優遇政策しか行っていない
• 高齢者のほうが多く投票権があるので、そちらの方に

注視しすぎているから
• 高齢者の人口が多いため、全員が投票したら高齢者

が有利になってしまうから。
• 高齢者の数が多くそちらよりな政策だから
• 高齢者よりも若者の方が有権者が少ないから高齢者

の意見を反映しやすいから
• 若者の意見を発言する場が少ないから
• 若者の声を聞き、取り入れると言う行為を行なってい

ないため
• 若者より高齢者の方が圧倒的に多いから、今だけの

事しか考えてない人が多すぎる
• 不祥事の追及ばかりで政治を運営しているとは感じな

いから
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国会の現状に対する意見
国会議員の定数について、「わからない」という意見が最も多く、約4割であった。次に、「減らした方がよ
い」が約3割であった。

質問13：国会議員の定数は、衆議院議員が465人、参議院議員が248人です。あなたは、この人数
についてどのように思いますか。（選択式/単一）

全体/性別

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

24.6

25.5

23.7

7.4

8.9

5.8

30.3

34.8

25.5

37.7

30.7

45.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

現状でよい 増やした方がよい 減らした方がよい わからない
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国会の現状に対する意見
国会の会期について、「わからない」という意見が最も多く、約4割であった。次に、「現状でよい」が約3割
であった。

質問14：現在、国会の会期は、1月に招集される常会が150日間です。その他、緊急時など内閣が必
要と認めた場合や、衆議院又は参議院どちらかの総議員の1/4以上の要求があった場合に、臨時会が
開かれています。あなたは、国会の会期についてどのように思いますか。（選択式/単一）

全体/性別

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

33.3

33.7

32.9

16.1

18.9

13.2

12.5

16.3

8.4

38.1

31.1

45.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

現状でよい 増やした方がよい 減らした方がよい わからない
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国際協力・協調

復興支援

社会における女性の活躍

障がい者・バリアフリー

LGBTQ

少子化対策・結婚・子育て 危機管理（武力攻撃、大規模災害、重大事故・
重大事件、新型感染症拡大への対応など）

教育 災害対策

高齢社会への対応（高齢者雇用、
老齢年金、介護・福祉など）

技術革新・イノベーション

国際競争力強化
（海外展開、観光振興など）

海洋（海洋産業、海洋の環境や
安全の保持、国際的協調など）

宇宙（宇宙開発、宇宙外交など）

安全保障

財政健全化（社会保障
・税一体改革など）

憲法改正

国会改革

行政改革

その他

雇用・働き方・人材開発

健康（心身の健康づくり、病気・感染症
の予防や対策、医療の充実など）

生活の安全
（交通安全・防犯・情報セキュリティな

ど）
環境保護

エネルギー

食品安全・消費者保護

38.8

14.0

12.7

11.9

9.4

8.9

35.6

16.2

10.4

9.3

7.0

5.2

38.7

14.4

12.5

11.7

14.0

9.5

33.9

16.3

6.8

4.1

6.6

3.5

38.9

13.6

13.0

12.1

4.5

8.2

37.4

16.0

14.2

14.8

7.4

7.0

0.0 20.0 40.0 60.0
(%)

全体 (n=1,000) 男性 (n=514)

女性 (n=486)

14.7

5.6

4.8

2.7

1.0

15.6

6.6

5.6

3.1

1.6

13.8

4.5

3.9

2.3

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0

(%)

全体 (n=1,000) 男性 (n=514)
女性 (n=486)

4.6

3.8

3.5

2.3

12.7

9.1

7.4

6.3

2.4

7.0

5.1

4.5

3.5

12.8

10.1

7.6

5.8

2.5

2.1

2.5

2.5

1.0

12.6

8.0

7.2

6.8

2.3

0.0 20.0 40.0 60.0
(%)

全体 (n=1,000) 男性 (n=514)

女性 (n=486)

国会の現状に対する意見

政策分野のうち、特に国会において議論されるべきだと思う分野として、「雇用・働き方・人材開発」、
「少子化対策・結婚・子育て」、「教育」、「財政健全化」、「健康」が多く挙がった。

質問15：以下の政策分野のうち、特に国会において議論されるべきだと思う分野を３つまで選択してく
ださい。（選択式/3つまで）

国民生活

社会・福祉

産業

危機管理

財政・
憲法・政治

外交

全体/性別
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詳細
1. 現在の政治・国会に対する関心・印象
2. 政治・国会に関する情報収集
3. 国会の現状に対する意見
4. 国会議員に対する意見
5. 政治・国会を改善する方法
6. 社会課題に対する意識・政治的自己効力感
7. 回答者の政治や社会に関する属性によるクロス分析
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特権や優遇を多く受けている

他の政治家の批判や自己保身のために時間を費やしている

選出された選挙区民の意見を代表している

社会のためになる活動を積極的に行っている

活動費含む政治資金の使い方について説明責任を果たしている

政治資金の集め方について説明責任を果たしている

身近な存在である

32.2

20.2

6.5

5.3

6.5

5.6

5.1

31.0

33.6

19.8

24.8

19.8

20.0

16.5

21.3

25.0

41.0

44.7

41.0

43.6

37.6

15.5

21.2

32.7

25.2

32.7

30.8

40.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

(%)

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそう思わない そう思わない

国会議員に対する意見
国会議員に対して「特権や優遇を多く受けている」や「他の政治家の批判や自己保身のために時間を費
やしている」といった印象を持つと回答した割合は、5割から6割程度であった。
※ 「そう思う」、「どちらかというとそう思う」の合計。

質問16：あなたは、今の日本の国会議員に対してどのような印象を持っていますか。それぞれについて、
あなたの考えに近いものを選んでください。（一つの項目について一つずつ選択）

全体

全体（n=1,000）

※ 「どちらかというとそう思わない」と「そう思わない」の合計値の降順で掲載。
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特権や優遇を多く受けている

他の政治家の批判や自己保身のた
めに時間を費やしている

選出された選挙区民の意見を代表
している

社会のためになる活動を積極的に
行っている

活動費含む政治資金の使い方につ
いて説明責任を果たしている

政治資金の集め方について説明責
任を果たしている

身近な存在である

35.4

23.7

7.2

6.8

7.6

7.2

5.8

27.6

30.5

24.1

23.7

19.3

19.6

17.9

19.6

21.6

38.9

41.8

37.7

40.3

34.6

17.3

24.1

29.8

27.6

35.4

32.9

41.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそう思わない そう思わない

国会議員に対する意見

男性と女性において、国会議員に対する印象に大きな違いはない。

質問16：あなたは、今の日本の国会議員に対してどのような印象を持っていますか。それぞれについて、
あなたの考えに近いものを選んでください。（一つの項目について一つずつ選択）

性別

男性（n=514） 女性（n=486）

※ 全体の「どちらかというとそう思わない」と「そう思わない」の合計値の降順で掲載。

28.8

16.5

3.9

3.7

5.3

3.9

4.3

34.6

36.8

25.5

25.9

20.4

20.4

15.0

23.0

28.6

44.4

47.7

44.4

47.1

40.7

13.6

18.1

26.1

22.6

29.8

28.6

39.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそう思わない そう思わない
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国会議員に対する意見
国会における女性議員の比率について、「増えた方がよい」という回答が最も多かった。
男性よりも女性の方が、「増えた方がよい」と回答した割合がやや高かった。

質問17：現在の国会における女性議員の比率は、参議院議員が25.8％、衆議院議員が9.9%です。
あなたは、この数字をどう見ますか。（選択式/単一）※出所：参議院ホームページ（第210国会（臨時国会））、衆議院
ホームページ（令和4年11月1日時点）

全体/性別

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

14.2

17.7

10.5

45.2

39.5

51.2

6.3

8.8

3.7

34.3

34.0

34.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

現状でよい 増えた方がよい 減った方がよい わからない
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国会議員に対する意見

議員の高齢多選について、「問題である」と回答した割合は全体の約半数であった。

質問18：議員の高齢多選（同じ人が何度も当選して長期間在職し、高齢化する状況）についてどの
ように思いますか。（選択式/単一）

全体/性別

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

54.0

56.8

51.0

14.3

15.2

13.4

31.7

28.0

35.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

問題である 問題ではない わからない
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国会議員に対する意見

国会議員の世襲について、「問題である」と回答した割合は全体の約半数であった。

質問19：国会議員の世襲について、どのように思いますか。（選択式/単一）※この質問における世襲とは、親や親
族が政治家で、その政治基盤（知名度や支援者など）や資金等を引き継ぎ、政治家になることを意味します。

全体/性別

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

48.9

50.0

47.7

16.0

19.1

12.8

35.1

30.9

39.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

問題である 問題ではない わからない
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国会議員に対する意見

全体の過半数が、国会議員の給与について「高すぎると思う」と回答した。

質問20：国会議員の給与（月額129万4千円、期末手当、旅費や調査研究広報滞在費などは含
まない。）についてどのように思いますか。（選択式/単一）※出所：「国会議員の採否、旅費及び手当等に関する法律」
（昭和22年法律第80号）

全体/性別

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

54.6

55.1

54.1

12.8

14.8

10.7

4.0

4.9

3.1

28.6

25.3

32.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

高すぎると思う ちょうどよいと思う 低すぎると思う わからない
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詳細
1. 現在の政治・国会に対する関心・印象
2. 政治・国会に関する情報収集
3. 国会の現状に対する意見
4. 国会議員に対する意見
5. 政治・国会を改善する方法
6. 社会課題に対する意識や行動・政治的自己効力感
7. 回答者の政治や社会に関する属性によるクロス分析
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政治・国会を改善する方法
国会をよりよく機能させる方法として、「より多くの若手議員の選出」、「インターネットなどにおいて、国民の
意見を表明すること」、「投票率の上昇によって、国民の意見を表明すること」が挙がり、国民の意見を表
明すること、自身と近い世代の議員が参加することが重要であると考えている者が多い傾向にあった。

質問21：国会を現在よりもよく機能させるためには、何が必要だと思いますか。 以下の中から重要であ
ると考えるものを、いくつでも選択してください。（選択式/複数＋その他（自由記述））

より多くの若手議員の選出 強い野党の存在

インターネットなどにおいて、
国民の意見を表明すること 委員会運営の見直し

投票率の上昇によって、
国民の意見を表明すること 議員の多選の制限

より多くの女性議員の選出 衆参両院の役割分担

政治活動によって、
国民の意見を表明すること 党首討論の定例化

首相・閣僚と議員の
議論のあり方の見直し

会期延長・夜間や
休日開催

議員定数の削減

政権交代 その他

行政の監視機能の強化 特にない/わからない

国会に関する報道を増やすこと

35.5

28.5

26.9

24.7

20.9

20.5

16.9

16.5

15.5

14.4

36.4

29.6

28.6

19.6

23.2

22.2

20.2

18.9

19.5

16.9

34.6

27.4

25.1

30.0

18.5

18.7

13.4

14.0

11.3

11.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=1,000) 男性 (n=514) 女性 (n=486)

13.1

11.2

10.4

8.0

6.5

5.1

2.0

24.4

17.5

11.3

13.6

9.7

10.1

6.0

2.3

21.4

8.4

11.1

7.0

6.2

2.7

4.1

1.6

27.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

全体 (n=1,000) 男性 (n=514) 女性 (n=486)

全体/性別

※「全体」の降順で掲載。

「その他」の自由記述は次頁
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政治・国会を改善する方法

質問21：国会を現在よりもよく機能させるためには、何が必要だと思いますか。 以下の中から重要であ
ると考えるものを、いくつでも選択してください。（選択式/複数＋その他（自由記述））

全体

「その他」の自由記述
• 給料の削減
• 首相の公選制
• デモなどによる国民の積極的な政治参加
• 政治体制の見直し
• 国民の興味を引くような政治を行なって欲しい
• 国会の意味を理解する国会にいる意味を
• 国民からの不信任案
• 議員の定年制導入
• 優秀な人を上に立たせること
• NHKをぶっ壊す
• 国会議員の定年制度
• 馬鹿を減らす
• 政治家の給料をへらす
• 居眠り議員の給料減額
• 議員の給料を働きによって決めること
• 議員の質
• 国民に何が起きてるのか知らせること、色々透明化する
• ほんとにふさわしい人を選別し、国民の意見を取り入れた政治を行うこと
• 給料を減らし、国の予算を何に使っているか細かく知らせる
• 相手のことを批判するより政策のことについて議論してほしい
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政治・国会を改善する方法
若者が政治や国会に関心を持つようになる方法として、「投票がスマートフォンやパソコンでできるようにな
ること」や「若者向けの政治や国会に関するわかりやすいメディア記事やSNS記事が増えること」などが多く
選ばれた。

質問22：どうすれば若い人たちが政治や国会に関心を持つと思いますか。以下の中から重要であると考
えるものを、いくつでも選択してください。（選択式/複数＋その他（自由記述））

全体/性別

※「全体」の降順で掲載。

投票がスマートフォンやパソコンでできるようになること

若者向けの政治や国会に関するわかりやすい
メディア記事やSNS記事が増えること

候補者や現役議員に若い世代が増えること

学校で政治や国会に関する授業が増えること

若者が関係する政策分野（子ども・子育て、
教育など）が国会における重要な論点となること

投票や若者による情報発信が、
意義のあることであると実感できること

特にない/わからない

その他

若い頃から、政治や社会課題について意見を示す
方法や行動を起こす方法を学ぶ機会を与えること

有名人やインフルエンサーが積極的に政治について
発言するようになること

候補者や現役議員と、会う、話す、質問するなどの
交流する機会があること（対面・リモートを含む）

38.8

32.0

30.4

29.7

29.4

26.4

25.5

22.6

12.6

0.9

23.8

37.0

31.7

31.7

29.4

28.8

24.9

26.1

25.1

16.3

1.2

22.2

40.7

32.3

29.0

30.0

30.0

28.0

24.9

20.0

8.6

0.6

25.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

全体 (n=1,000)
男性 (n=514)
女性 (n=486)
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詳細
1. 現在の政治・国会に対する関心・印象
2. 政治・国会に関する情報収集
3. 国会の現状に対する意見
4. 国会議員に対する意見
5. 政治・国会を改善する方法
6. 社会課題に対する意識や行動・政治的自己効力感
7. 回答者の政治や社会に関する属性によるクロス分析
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社会課題に対する意識・政治的自己効力感
「日本社会には、解決するべき課題が多いと思う」と考えている割合（※）は、76%であった。
「政治や社会に関することについて、参加する方法を学ぶ機会はある」と考えている割合（※）は、59%で
あった。※ 「そう思う」、「どちらかというとそう思う」の合計。

質問23：政治や社会課題に関するあなたの考えに近いものを選んでください。（一つの項目について一つずつ選
択）

「日本社会には、解決するべき課題が多いと思う」
（課題意識）

「政治や社会に関することについて、参加する方法を
学ぶ機会はある」（学習機会）

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

20.6

24.3

16.7

37.9

34.4

41.6

27.1

26.1

28.2

14.4

15.2

13.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそう思わない そう思わない

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

50.1

51.6

48.6

25.8

23.0

28.8

13.5

14.0

13.0

10.6

11.5

9.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそう思わない そう思わない

全体/性別
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全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

17.2

20.2

14.0

32.2

29.4

35.2

31.1

30.5

31.7

19.5

19.8

19.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそう思わない そう思わない

社会課題に対する意識・政治的自己効力感
「政治や社会に関することについて、自身の意見を示すことは重要である」と考えている割合（※）は、
72%であった。「政治や社会に関することは、自分の行動次第で変えることができる」と考えている割合
（※）は、49%であった。※ 「そう思う」、「どちらかというとそう思う」の合計。

質問23：政治や社会課題に関するあなたの考えに近いものを選んでください。（一つの項目について一つずつ選
択）

「政治や社会に関することについて、自身の意見
を示すことは重要である」（意見効力感）

「政治や社会に関することは、自分の行動次第
で変えることができる」（行動効力感）

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

33.7

36.8

30.5

38.4

36.6

40.3

16.1

14.6

17.7

11.8

12.1

11.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそう思わない そう思わない

全体/性別
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全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

7.1

8.9

5.1

11.6

15.0

8.0

33.4

35.6

31.1

47.9

40.5

55.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

1年以内に実施したことがある
1年よりも前に実施したことがある
実施したことはないが、今後機会があれば実施したい
実施したことはなく、これから先も実施するつもりはない

社会課題に対する意識・政治的自己効力感
「社会課題解決に向けた活動や政治的な意見を表明するための活動に参加する」経験を持つ者（※）

は、21%、「社会課題解決に向けた活動や政治的な意見を表明するための活動を立ち上げたり、主導
したりする」経験を持つ者（※）は、19%であった。※ 「1年以内に実施したことがある」、「1年よりも前に実施したことがあ
る」の合計。

質問24：あなたの社会課題解決に向けた行動や経験についてお聞きします。以下の経験の有無につい
て、あてはまるものを選んでください。（一つの項目について一つずつ選択）

社会課題解決に向けた活動や政治的な意見を表明する
ための活動に参加する（活動経験）

社会課題解決に向けた活動や政治的な意見を表明する
ための活動を立ち上げたり、主導したりする（活動主導）

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

10.3

13.0

7.4

11.1

13.6

8.4

37.3

38.7

35.8

41.3

34.6

48.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

1年以内に実施したことがある
1年よりも前に実施したことがある
実施したことはないが、今後機会があれば実施したい
実施したことはなく、これから先も実施するつもりはない

全体/性別
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社会課題に対する意識・政治的自己効力感
自身の社会や政治に対する意見を、「投票する」という手段で示したい者は全体の約半数、「特に意見
を示したいと思わない」者は全体の約3割であった。投票以外の意見を示す手段として、「世論調査等に
協力する」、「SNSなどで自ら情報を発信する」が挙がった。

質問25：あなたは、自身の社会や政治に対する意見をどのように示したいと思いますか。以下の手段か
らあなたがとりうる方法や実際に行ったことがある方法を、いくつでも選択してください。（選択式/複数＋その他
（自由記述））

投票する

世論調査等に協力する

SNSなどで自ら情報を発信する
（政治家やニュースの投稿の引用を含む）
関連する職業につき、職務の範囲で政治

に関わる

政治活動に参加する

政治家を目指す

団体等を立ち上げ、活動を行う

その他

特に意見を示したいと思わない

49.0

18.6

16.3

10.4

8.2

3.9

3.8

0.3

31.8

49.4

20.4

20.4

14.0

12.3

5.8

5.4

0.4

27.0

48.6

16.7

11.9

6.6

3.9

1.9

2.1

0.2

36.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

全体 (n=1,000)
男性 (n=514)
女性 (n=486)

全体/性別

※「全体」の降順で掲載。
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詳細
1. 現在の政治・国会に対する関心・印象
2. 政治・国会に関する情報収集
3. 国会の現状に対する意見
4. 国会議員に対する意見
5. 政治・国会を改善する方法
6. 社会課題に対する意識や行動・政治的自己効力感
7. 回答者の政治や社会に関する属性によるクロス分析
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現在の政治・国会に対する関心・印象

46

日本社会について「課題意識」を持っている者ほど、全体と比較して日本の政治に「関心がある」又は「ど
ちらかというと関心がある」と回答した者が多い傾向にある。

質問1：あなたは今の日本の政治について、どの程度関心がありますか。（選択式（単一））

課題意識

全体
 (n=1,000)

どちらかというとそう思わない
 (n=135)

そう思わない
 (n=106)

そう思う
 (n=501)

どちらかというとそう思う
 (n=258)

21.0

28.1

17.1

14.1

5.7

33.9

37.9

38.0

27.4

13.2

26.0

23.0

31.8

29.6

21.7

19.1

11.0

13.2

28.9

59.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

関心がある どちらかというと関心がある

どちらかというと関心がない 関心がない

課題意識の回答

質問１の回答



現在の政治・国会に対する関心・印象

47

政治や社会に参加する方法について「学習機会」があると思っている者ほど、日本の政治に「関心があ
る」又は「どちらかというと関心がある」と回答した者が多い傾向にある。

質問1：あなたは今の日本の政治について、どの程度関心がありますか。（選択式（単一））

学習機会

全体
 (n=1,000)

そう思う
 (n=206)

どちらかというとそう思う
 (n=379)

どちらかというとそう思わない
 (n=271)

そう思わない
 (n=144)

21.0

42.2

19.3

11.8

12.5

33.9

36.4

40.9

32.5

14.6

26.0

15.0

28.0

34.7

20.1

19.1

6.3

11.9

21.0

52.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

関心がある どちらかというと関心がある

どちらかというと関心がない 関心がない

学習機会の回答

質問１の回答



全体
 (n=1,000)

そう思う
 (n=172)

どちらかというとそう思う
 (n=322)

どちらかというとそう思わない
 (n=311)

そう思わない
 (n=195)

5.0

15.7

4.0

1.9

2.1

15.1

20.3

23.6

9.6

5.1

42.2

32.0

48.8

54.3

21.0

37.7

32.0

23.6

34.1

71.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない そう思わない

現在の政治・国会に対する関心・印象

48

政治や社会について「行動効力感」を持っている者ほど、日本の政治に「期待ができる」という印象を持っ
ている （※） と回答する傾向にあった。
※ 「そう思う」、「どちらかというとそう思う」の合計。

質問3：あなたは、今の日本の政治について、どのような印象を持っていますか。以下の中からそれぞれあ
てはまるものを選んでください。［期待ができる］（一つ選択）

行動効力感

質問３の回答

行動効力感
の回答



全体
 (n=1,000)

1年以内に実施したことがある
 (n=71)

1年よりも前に実施したことがある
 (n=116)

実施したことはないが、今後機会
があれば実施したい

 (n=334)
実施したことはなく、これから先も

実施するつもりはない
 (n=479)

5.0

26.8

9.5

3.0

2.1

15.1

26.8

34.5

13.8

9.6

42.2

21.1

36.2

50.3

41.1

37.7

25.4

19.8

32.9

47.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない そう思わない

全体
 (n=1,000)

1年以内に実施したことがある
 (n=103)

1年よりも前に実施したことがある
 (n=111)

実施したことはないが、今後機会
があれば実施したい

 (n=373)
実施したことはなく、これから先も

実施するつもりはない
 (n=413)

5.0

19.4

9.0

3.8

1.5

15.1

24.3

31.5

14.2

9.2

42.2

22.3

38.7

49.6

41.4

37.7

34.0

20.7

32.4

47.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない そう思わない

現在の政治・国会に対する関心・印象
社会課題解決や政治意見の表明に向けた「活動経験」や「活動主導」のある者（※1）は、日本の政治
に「期待ができる」という印象を持っている割合（※2）が高い傾向にある。
※1 「活動経験」と「活動主導」にて「1年以内に実施したことがある」、「1年よりも前に実施したことがある」の合計。 ※2 質問3にて「そう思
う」、「どちらかというとそう思う」の合計。

質問3：あなたは、今の日本の政治について、どのような印象を持っていますか。以下の中からそれぞれあ
てはまるものを選んでください。［期待ができる］（一つ選択）

活動経験・活動主導

活動経験
の回答

質問３の回答

活動主導
の回答

質問３の回答
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国会の現状に対する意見
意見効力感

政治や社会について「意見効力感」を持っている者は、現状の国会は、有意義な政策論議の場になって
いると思うと回答した割合（※）が高い傾向にある。
※ 「どちらかというとそう思わない」、「そう思わない」の合計。

質問9：現状の国会は、有意義な政策論議の場となっていると思いますか。（選択式/単一）

意見効力感
の回答

質問９の回答

全体
 (n=1,000)

そう思う
 (n=337)

どちらかというとそう思う
 (n=384)

どちらかというとそう思わない
 (n=161)

そう思わない
 (n=118)

3.2

5.9

1.6

2.5

1.7

16.1

21.4

18.8

8.1

3.4

29.0

27.6

34.9

31.7

10.2

23.3

30.3

22.9

14.3

16.9

28.4

14.8

21.9

43.5

67.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそう思わない そう思わない
わからない
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国会の現状に対する意見
意見効力感

政治や社会について「意見効力感」を持っている者は、現状の国会は、若者の意見が取り入れられやす
い場になっていると思うと回答した割合（※）が高い傾向にある。
※ 質問11にて「そう思う」、「どちらかというとそう思う」の合計。

質問11：現状の国会は、若者の意見が取り入れられやすい場となっていると思いますか。（選択式/単一）

意見効力感
の回答

質問11の回答

全体
 (n=1,000)

そう思う
 (n=337)

どちらかというとそう思う
 (n=384)

どちらかというとそう思わない
 (n=161)

そう思わない
 (n=118)

3.8

7.7

1.6

1.9

2.5

9.0

7.7

13.5

4.3

4.2

26.6

25.8

33.6

26.7

5.9

38.0

48.4

35.7

27.3

30.5

22.6

10.4

15.6

39.8

56.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う
どちらかというとそう思わない そう思わない
わからない
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国会議員に対する意見
学習機会

政治や社会に参加する方法について「学習機会」があると思っている者の方が、国会議員に対し、「待遇
や優遇を多く受けている」という印象を持っている（※）と回答する傾向にあった。 ※ 「そう思う」、「どちらかというとそう
思う」の合計。

質問16：あなたは、今の日本の国会議員に対してどのような印象を持っていますか。それぞれについて、
あなたの考えに近いものを選んでください。[待遇や優遇を多く受けている]（一つ選択）

学習機会
の回答

質問16の回答

全体
 (n=1,000)

そう思う
 (n=206)

どちらかというとそう思う
 (n=379)

どちらかというとそう思わない
 (n=271)

そう思わない
 (n=144)

32.2

51.0

30.9

28.4

16.0

31.0

23.8

43.8

30.3

9.0

21.3

13.1

20.8

32.1

13.9

15.5

12.1

4.5

9.2

61.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない そう思わない
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全体
 (n=1,000)

そう思う
 (n=337)

どちらかというとそう思う
 (n=384)

どちらかというとそう思わない
 (n=161)

そう思わない
 (n=118)

32.2

53.1

28.1

18.0

5.1

31.0

26.4

46.1

24.2

4.2

21.3

10.1

20.8

49.1

16.9

15.5

10.4

4.9

8.7

73.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない そう思わない

国会議員に対する意見
意見効力感

政治や社会について「意見効力感」を持っている者ほど、国会議員に対し「待遇や優遇を多く受けてい
る」という印象を持っている （※） と回答した傾向にあった。※ 「そう思う」、「どちらかというとそう思う」の合計。

質問16：あなたは、今の日本の国会議員に対してどのような印象を持っていますか。それぞれについて、
あなたの考えに近いものを選んでください。[待遇や優遇を多く受けている]（一つ選択）

意見効力感
の回答

質問16の回答
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国会議員に対する意見
学習機会

政治や社会に参加する方法について「学習機会」があると思っている者の方が、国会議員が「身近な存
在である」という印象を持っている（※）と回答する傾向にあった。 ※ 「そう思う」、「どちらかというとそう思う」の合計。

質問16：あなたは、今の日本の国会議員に対してどのような印象を持っていますか。それぞれについて、
あなたの考えに近いものを選んでください。[身近な存在である]（一つ選択）

全体
 (n=1,000)

そう思う
 (n=206)

どちらかというとそう思う
 (n=379)

どちらかというとそう思わない
 (n=271)

そう思わない
 (n=144)

5.1

15.5

3.2

1.1

2.8

16.5

17.0

22.7

12.9

6.3

37.6

24.8

45.6

48.7

13.9

40.8

42.7

28.5

37.3

77.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない そう思わない

学習機会
の回答

質問16の回答
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全体
 (n=1,000)

1年以内に実施したことがある
 (n=71)

1年よりも前に実施したことがある
 (n=116)

実施したことはないが、今後機会
があれば実施したい

 (n=334)
実施したことはなく、これから先も

実施するつもりはない
 (n=479)

5.1

36.6

9.5

3.0

0.8

16.5

18.3

38.8

17.4

10.2

37.6

16.9

37.9

47.9

33.4

40.8

28.2

13.8

31.7

55.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない そう思わない

全体
 (n=1,000)

1年以内に実施したことがある
 (n=103)

1年よりも前に実施したことがある
 (n=111)

実施したことはないが、今後機会
があれば実施したい

 (n=373)
実施したことはなく、これから先も実

施するつもりはない
 (n=413)

5.1

28.2

5.4

2.9

1.2

16.5

13.6

43.2

15.3

11.1

37.6

28.2

38.7

46.4

31.7

40.8

30.1

12.6

35.4

55.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない そう思わない

国会議員に対する意見
社会課題解決や政治意見の表明に向けた「活動経験」や「活動主導」 （※1）のある者は、国会議員に
対し、「身近な存在である」という印象を持つ割合（※2）が高い傾向にあった。
※1 「活動経験」と「活動主導」にて「1年以内に実施したことがある」、「1年よりも前に実施したことがある」の合計。 ※2 質問16にて「そう
思う」「どちらかというとそう思う」の合計。

質問16：あなたは、今の日本の国会議員に対してどのような印象を持っていますか。それぞれについて、
あなたの考えに近いものを選んでください。[身近な存在である]（一つ選択）

活動経験・活動主導

活動経験
の回答

質問16の回答

活動主導
の回答

質問16の回答
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第54回18歳意識調査
「国会と政治家」

示唆

あああああ
国会をよりよく機能させる方法として、「より多くの若手議員の選出」や「投票率の上昇に
よって国民の意見を表明すること」が挙がった。
若者の立場に理解のある政治家、国民の意見を反映している政治家が現れることが期
待されていると考えられる。

若者の立場に近
い政治家の存在

あああああ

男性よりも女性の方が、政治に関心があると回答した割合が高く、「国会が有意義な政
策の場になっているか」という質問に対し、「わからない」という回答が少なかった。日本社会
について「課題意識」を持っている者の方が、政治に対し関心があると回答した。
政治に対して関心が高い者や、社会課題に対する意識の高い者の方が、政治について
自身の意見を持つ傾向にあると考えられるため、政治や社会課題について学ぶ機会を与
えることが重要。

政治・社会に対
する意識の高さ
が意見や行動に
つながる

あああああ

政治について、関心があると回答した者は過半数である。一方で、国会や政党を信頼し
ていないと回答した者も全体の過半数を占めている。国会が若者の意見が取り入れられ
やすい場となっていると思わない者は全体の65%であった。
国会の場において、若者の意見が反映されていると考えている若者は少なく、若者への信
頼獲得に向けた取組が必要であると考えられる。

若者の政治に対
する関心の高さ
と評価の低さ

あああああ
若者の政治への関心を高める方法として、投票のオンライン化や若者向けの政治や国会
に関する記事の増加、学校で政治や国会に関する授業が増えることが挙がった。
学校やオンライン上で政治について知る機会を増やすことや、政治に参加する方法を拡
充することにより、若者の政治に対する関心や、政治への参加意欲が高まると考えられる。

政治参加方法・
情報発信方法の
拡充
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